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令和７年 第７回教育委員会（会議録） 

令和７年７月１６日（水） 

午前９時３０分～  

坂祝町中央公民館 会議室  

日程第１ 開会 

   ※教育長が開会を宣言する。 

出席委員確認 

教育委員  古田 博英 

兼松 悟 

                   原口 かおり 

                   安江 紫乃 

              教育長   渡辺 英哉 

 教育委員会事務局    教育課長  野口 友宏 

こども課長  岩井 正義 

              教育課主幹  前田 加代子 

            教育課係長  林  伸孝 

            教育課主任  飯沼 由紀子 

 

日程第２ 前回教育委員会の確認 

   ※教育課長が資料に基づいて報告をする。 

 

日程第３ 教育長、教育委員報告事項 

 教育長   前回から今回までで、幼小中ともに落ち着いて生活が出来ています。心配さ

れていた中学校のラフティングも実施でき、充実した機会になりました。ま

た、7月９日は小学校の授業参観が行われ、熱中症で具合の悪くなった保護

者もいて心配しましたが、大変多くの方に子どもたちの様子を見ていただ

けました。町や地区の校長会、県町村教育長会の夏期研修、７月１０日には

町の点検評価委員会、７月１４日にはＷｅｂにて全国市町村教育委員会教

育長会議があり、文科省からの説明がありました。そういった中で、今日は

３つご説明したいと思います。１つ目は熱中症対策、２つ目はＩＣＴの活用、

３つ目は給特法の改正についてです。まず熱中症対策についてですが、バス

や冷凍庫など様々な報道がされていますが、坂祝町でも町のバスが使えな

いか考えましたが、ルートが決まっており、子どもを乗せるためにルート変

更するのは難しいとのことで、町としては夏休み中に小学校の各教室に６

０リットルの冷凍庫を購入することと、中学校には冷水器を３台設置しま

す。まだ設置場所は検討中です。塩分タブレットはすぐにでも購入を考えて

います。小学校では熱中症対策について自分で何ができるかを考えさせ、睡

眠をとることやスポーツドリンクを飲むことなどを、全校放送で啓発しま
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した。保護者も意識付けできるように、働きかけをしています。点検評価委

員会の中で大学の先生にも「暑熱順化」という言葉を教えていただきました。

熱いシャワーやストレッチなど、暑さに対応できる体にしていくというも

ので、大人だと数日から２週間程度で適応しますが、子どもだと１ヵ月くら

いかかるそうです。自分の反省としては、今まで毎年、何かがあってから対

応をしていましたが、もっと見通しをもってやらなければならないと思い

ました。今やろうとしている熱中症対策は、本当ならゴールデンウィーク明

けぐらいから動き出さなければならないと思います。子ども１１０番の家

への協力ももっと早くから対策しておくべきだったと思いますし、冬の対

策があれば今のうちから考えていき、来年度予算にも漏れなく反映させて

いきたいと思っています。次にＩＣＴの活用についてですが、中学校では今

年、アクセスポイントの更新を行います。点検評価委員会で大学の先生にも

言われましたが、子どもがすぐに使えるように手元にいつもタブレットが

ある状態だと良いとのことでした。日常的に子どもたちがタブレットをす

ぐに使える状態にしたいと思います。全国学力状況調査の結果がもうすぐ

返ってきます。この中の調査で、昨年度で言いますと、タブレットを週３回

以上活用している小学校は９３％、中学校は９１％で、前年度より３～４％

増えている結果となっています。また、課題解決に向かって話し合ってまと

めて表現する、考えをまとめてＩＣＴを使って表現する、こういったことを

やっている学校とやっていない学校では確実に正答率が違うという結果が

出ています。また、９割の児童生徒が、分からないことがあったらすぐに調

べられるということにＩＣＴの良さを感じています。画像、音声、動画など

を活用することで学習内容が良く分かるようになります。また、いつも平均

が報道されますが、個人個人の差をＩＣＴで全部埋められるわけではない

ですが、調べたいことがすぐに分かったり、友達と情報を共有したりするこ

とでその差を埋めていくことができるかもしれません。さらにＩＣＴを使

って高揚感を感じている子のほうが挑戦心、自己有用感、幸福感が高い傾向

にあるという結果もあります。これらをふまえてＩＣＴの活用を考えてい

きたいと思います。最後に給特法の改正についてですが、教職員の給料調整

額を４％から１０％へ段階的に上げていくことが報道されており、自分も

そこだけしか捉えていませんでしたが、実際には学校における働き方改革

のさらなる加速化に向けて、教育委員会がやるべきことや、教員の業務量の

適切な管理、保健福祉の確保のための改正であり、それを見える化して報告

していくことになると思います。また、総合教育会議の中でも報告してくこ

とになると思います。 

 兼松委員  タブレットで学習をまとめて表現し、自己表現することで主体的になって

いくという話がありましたが、中学校で以前見たとき、タブレットでドリル

学習にしか使っていませんでしたが、今は進んでいるのでしょうか？ 
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 教育長   算数のＷｅｂラーニングなどもやっていますが、まだまだ活用していく余

地があると思います。 

 兼松委員  もっと活用方法を研究していってほしいと思います。報道で教員の信頼度

のことが言われていますが、研修などは行っていますか？ 

 教育長   性暴力を防止する研修などは行っています。そういった問題を起こす人を

採用しないように見抜けと言われていますが、難しいと思います。そういっ

た趣向が本人にあっても行動に移さなければ良い、そういった研修を行っ

ています。 

 兼松委員  ラフティングについて、新聞に水難事故の記事が載っていました。ヘルメッ

トやライフジャケットなどを着用して行っていると思いますが、安全性に

ついて聞きたいと思います。水難事故防止の鉄則は危険な場所には寄らな

いということだと思いますが、中学校の先生の立場で、実施して安全面はど

うだったかを聞きたいです。また、小学校でやったような着衣泳や、流され

たときの脱力感のことや浮力を感じる授業をやってほしいです。 

 教育課主幹 中学校で実施後のヒアリングを行いました。まず、病気やケガといったもの

はありませんでした。安全面では、業者側が１台に１人必ずインストラクタ

ーを付けて監視し、細かい指示も的確にしていました。ウェットスーツとラ

イフジャケット、ヘルメットを着用し、靴や眼鏡、コンタクトレンズについ

ての注意も行い、流されたらどうなるかの説明もした上で、子どもたちの自

己判断で川に入るかを決めさせました。学校側も絶対に羽目を外した行動

を取らないように丁寧な指導を行いました。もうやめたほうがいい、怖かっ

た、というような声はありませんでしたが、天候に大きく左右されるので、

実施においてそこは難しいところです。体験させてあげられたことは良か

ったとのことでした。喘息やアレルギーなども事前に確認し、無理はさせな

いよう実施していました。 

 古田委員  ７月４日の町村教育長会夏期研修会に参加させていただきました。県の統

括官や課長から教育長たちへ話をする会でしたが、統括官も課長もそれぞ

れ違うタイミングであいさつをしたにも関わらず、お叱りを受けることを

覚悟していますという断りを言っていました。年度途中の欠員で現場が混

乱しているということをちゃんと県へ上げているということが分かりまし

た。予算をしっかり確保しないといけないという話をされていましたが、教

員の数が大丈夫か？という保護者はいないので、首長の考えがしっかりし

ないといけないと思いました。この現状を何とかしなければいけないとい

うことを言い続けなければ変わらないと思いました。 

 兼松委員  ６月１８日に坂祝保育園へ訪問したとき、園の先生が保護者に寄り添って

相談に乗っていることがよく分かりました。親の自立を助けるための教育

相談はとても大切なことだと思いました。教育委員会やバンビーニにもそ

ういった相談窓口はありますか？ 
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 教育課主幹 教育委員会でも子育ての相談には乗りますが件数は少ないです。どちらか

というと特別支援の相談で対応することがあります。 

 こども課長 バンビーニ自体がもともとそういう機関です。つくんこ教室が一緒にある

ことも強みです。また、教育委員会ではないですが役場の保健センターもそ

ういった相談に乗ります。 

 古田委員  産後うつは多いですか？ 

 こども課長 最近多いです。通われている医療機関と情報共有しながら対応します。また、

昨年度から産後ケア事業を始めています。 

 兼松委員  美濃加茂市が小学校に冷凍庫を配置する記事を新聞で見ました。坂祝でも

冷凍庫を配置すると聞いてよかったと思いました。また、新聞の記事でプー

ルの老朽化や熱中症対策で、水泳指導をやめて座学を行うというものがあ

りました。自分としてはやはりプールで水泳指導をやってほしいと思いま

す。もし今後、学校建設の話しなどが出てきた場合は、ぜひプールも作って

ほしいです。夏休みの当番なども保護者で当番するのは今後難しくなって

いくかもしれませんが、町民に呼びかけて見てもらうなども良いと思いま

す。 

 安江委員  熱中症については気になっており、地域として今すぐできることを考えて

いたとき、１１０番の家を考えてみました。ちょうど子どもたちの下校のと

きに通学路のすぐそばに自分の職場もあるので、子どもたちを見ています。

赤い顔をして歩いている子を見て、「休んでいく？」と声かけもしますが、

子どもは「大丈夫です」と言って歩いていきます。お店として子どもたちが

休んでいける関係性が作れたらよいと思いました。中学校でＳＯＳの出し

方授業を行うと便りで見ました。子どもにどんな力をつけられるかという

ことで、ＳＯＳをしっかり出せる子になってほしいと思い、見に行きたかっ

たのですが、用事で行けませんでした。どんなふうに指導されたのかまた聞

かせていただきたいと思います。 

 教育課主幹 ＳＯＳの授業を見てきました。９月は中高年の自殺が増えるというデータ

があり、夏休み前に必ずＳＯＳの出し方教育を行っています。電子黒板でプ

レゼンを見せながら、全校放送でスクールカウンセラーによる説明がされ

ていました。ストレスはデメリットだけでなくメリットもあるという話か

ら入り、子どもたちの認識を和らげながら話していきました。ストレスの対

処法には大きく二つあり、一つはストレスから離れさせて楽しいことに集

中して忘れる時間を作るということが挙げられました。しかし、それだけで

は問題解決にならず、もう一つは相談できる人をつくるということが挙げ

られました。話すことでスッキリし、解決するにはすごいエネルギーが必要

になるが、そうやって話しているだけでもだいぶ気持ちが違うという話を

されていました。ストレスの捉え方を知らない子どもが多い中で、勉強や友

人関係などの悩みを抱えることなく、誰かに相談してもいいんだという感
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覚をもって授業が終わりました。来年以降はＳＯＳを出した子を受け止め 

る側がどうしたらいいかというところまでレベルが上がると良いと思いま

す。 

 原口委員  中学校の参観日を見に行きましたが、熱中症対策でクーラーがよく効いて

いて、子どもたちは長袖のジャージを着ていましたが、ファッションなのか

冷えすぎていたのかは分かりませんでした。プールの授業で、暑すぎてプー

ルサイドで火傷したという話しもありますが、もし今度学校を建設すると

きがあれば、費用はかかると思いますが、屋内プールも良いと思いました。

大阪万博へ行ってきましたが、愛知万博と違って島で平地なので範囲も狭

く、建物も密集していて風もあまり通らないような感じでした。ネッククー

ラーも付けていましたが２０分くらいしか冷たさがもたなくて、通学で使

っている子がどのくらいいるのか気になりました。冷凍庫を設置するとい

うことなので、どの子も使えると思いますが、１時間ごとに休憩するなどの

暑さ対策をしてほしいと思います。先日給食センターの運営委員会に出ま

したが、幼稚園の保護者も来ていて、給食はありがたいと言っていました。

センターからは物価上昇で値上げをする説明がありましたが、値上げして

もまだその安さであのクオリティの給食が食べられるということはとても

ありがたいことだと思います。他で食べたら１，０００円くらいかかって、

コンビニで少し買っただけでもすぐに５００円くらい超えてしまうので、

値上げについては良いと思いました。 

 

日程第４ 議事 

（付議事件） 

議案第２７号 令和８年度使用教科用図書の採択について 

議案第２８号 坂祝町教育委員会の点検評価について 

※事務局から資料に基づいて説明をする。 

 兼松委員  会議録の情報発信のところで感想をいただくと書いてありますが、そうい

うことはありますか？ 

 教育課主幹 今は特にありません。 

 兼松委員  不登校対策のところで、小学校６名、中学校３名いるということですが、ま

ったく来ないという子はいますか？ 

 教育課主幹 ４月から全欠の子はいません。 

 兼松委員  議場を開放するということを聞いて良いことだと思いましたが、美濃加茂

の東図書館は個室スペースがあり、高校生や児童生徒がよく学習していま

す。坂祝は５つしか机がないので、図書館を作ることがあれば学習スペース

を作るとよいと思いました。放課後こどもプランのところでＣ評価があり
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ましたが、これは大人の評価ですか？ 

 こども課長 指標がアンケート結果になっており、アンケートを取っていなかったため

Ｃ評価となっています。次回の指標を決めるときは検討します。 

 古田委員  ふるさと教育、キャリア教育で、小中一貫したふるさと教育とありますが、

具体的にはどんなことをしましたか？ 

 教育課主幹 校長会の中でどんなテーマにするかを話題にしながらも、２年前に一体化

するために教務主任会でプログラムを編制し直して、継続してやっていま

す。子どもたちの中でも何年生になったらこういうことを学習するという

見通しが持てています。それをベースにしながら続けています。 

 

議案第２９号 坂祝小学校準要保護児童の認定について 

※事務局から資料に基づいて説明をする。 

教育長    議案第２７号、２８号、２９号について異議はありませんでしょうか。 

教育委員   異議なし。 

教育長    異議なしと認めます。 

 （報告事件） 

 報告第２３号 坂祝町教育委員会後援名義の使用許可について 

  ※事務局から資料に基づいて報告をする。 

 

日程第５ その他 

当面する教育関係諸行事について 

     

日程第６ 閉会 

   ※教育長が閉会を宣言する。 

 閉会 午前１１時０２分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


